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応援レポート	

	
第101回日本陸上選手権大会　	

	
2017年6月24日（土）大阪府ヤンマースタジアム長居	

　日本陸上選手権大会では、

勝つことはもとより、8月にロ

ンドンで開催される世界陸

上の参加資格を得る記録を

出すことが大きな目標だ。北

口さんが昨年出した女子や

り投げ日本第2位の記録は

61.30m、参加標準記録は

61.40m。あと10cm。	

　その大記録を出した後、北

口さんは練習しすぎで故障

してしまい、本格的な復活は

は今年の春から。大会ごと

に少しずつ距離を伸ばして、

5月末のゴールデン陸上で

は59.59mまで迫った。この

流れに乗って、チャンスを掴

んで欲しい！	

世界陸上の出場目指して	
参加標準記録の突破に挑戦!	

競技前に、スタジアム内で紹介され
るため並ぶ選手たち。北口さんは恵
まれた長身でひときわ目立つ。下は

軽く準備運動する様子	



今回は記録届かず6位。	
悔しい経験を、次の成長への糧に！	

　女子やり投げ選手が場内

で紹介されて15時に競技が

スタート。日本陸上に出場を

許されたのは21名。最初3回

の投てきのベスト8までが決

勝に進出、さらに3回の投て

きで順位を競うことになる。

61.40m以上の記録を出し、

かつ3位以内に入れば世界

選手権選考のテーブルに乗

ることができる。	

　　北口さんは11番目の投

てき。体をしならせて1投目

を放った。54.94m。思うよう

な距離を出せず、いまひと

つの表情でベンチに戻って

いく。他選手が投げている

間はストレッチなどをしなが

らじっくりと自分と向き合って

いる様子だ。2回目、3回目

を投げ終えて、北口さんの

記録は56.85m。決勝に6位

で残ることができた。	

　決勝に入った。丁寧に力

強くやりを投げ放つ北口さん。

5回目の投てきでは、57.64m、

調子が上がってきた！表情

も明るい。が、最後6回目は

やりがコースをそれてしまっ

た。結果は6位となった。	

　ベンチを片付けて選手の

が退場していく中で、ひとり

涙を抑えながら出口に向か

う北口さんの姿が見えた。

悔しいんだろうなあ、納得で

きないんだろうなあ。	

　この気持ちをパワーに変

えて、焦らず挑戦を続けて

欲しい！北口さん、お疲れさ

までした。	

助走でスピードを上げて、大きく
体をしならせて投げる北口さん	

淡々と投げているように見
えたが、終了後には涙。こ
の大会にかけた思いの強

さと努力が窺われた瞬間	



結果	

体調は悪くないです。で
も記録だせなくて・・・。次
の地元北海道での南部
記念大会で、記録目指し
て頑張ります！	

今回の結果で、2017年世界陸上出場は
難しくなった。	
日本記録を持つオリンピアン海老原選

手でさえ今期まだ記録を突破できていな
い、厳しい世界の壁だ。	

だからこそ超える価値のある記録。	
北口さん、応援しています！	


